
雑

報

(
一)
定
例
研
究
会

〇
第
三
二
三
回

二
〇
一
七
年
一
二
月
一
一
日

(

月)

一
七
時
三
〇
分
よ
り

〇
号
館
九
階
第
六
会
議
室

｢

社
会
科
学
研
究
所
―
魅
了
的
な
研
究
集
団
と
過
ご
し
た
日
々
―｣

大
友

昌
子

(
本
学
社
会
科
学
研
究
所
名
誉
研
究
員)

〇
第
三
二
四
回

二
〇
一
八
年
一
月
一
八
日

(
木)

一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

イ
ギ
リ
ス
権
限
委
譲

(devolution)

の
こ
れ
ま
で
の
経

緯
・
現
状
・
課
題｣

今
井

良
幸

(

本
学
総
合
政
策
学
部
准
教
授)

(

二)

学
術
講
演
会

二
〇
一
七
年
六
月
二
七
日

(

火)

一
五
時
〜
一
八
時

一
号
館
三
階
清
明
ホ
ー
ル

｢

国
際
紛
争
の
現
場
か
ら
―
南
ス
ー
ダ
ン
を
中
心
に
―｣

園
田

亜
矢

(

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
タ
ー)

(

三)

研
究
部
会

◎
英
連
邦
研
究
部
会

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
七
年
四
月
四
日

(

火)

一
四
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

英
連
邦
に
関
す
る
過
去
の
研
究
報
告
と
今
後
の
打
合
せ

◆
第
二
回

二
〇
一
七
年
四
月
一
九
日

(

水)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

テ
ロ
対
策
の
展
開
と
自
由
―
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
テ
ロ
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
規
制
の
問
題｣

手
塚

崇
聡

(

本
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授)

◆
第
三
回

二
〇
一
七
年
五
月
二
九
日

(

月)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

カ
ナ
ダ
の
戦
争
博
物
館
に
お
け
る
核
の
表
象｣

中
原

聖
乃

(

本
学
非
常
勤
講
師)

｢

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
刑
事
法
廷
を
見
学
し
て｣

中
田

靜

(

本
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授)

◆
第
四
回

二
〇
一
七
年
七
月
二
五
日

(

火)

一
六
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室
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｢

英
連
邦
と
ル
ワ
ン
ダ｣

鶴
田

綾

(

本
学
国
際
教
養
学
部
講
師)

｢

再
帰
性
の
変
化
と
マ
ル
タ
の
市
場
の
変
化｣

中
西

眞
知
子

(

本
学
経
営
学
部
教
授)

◆
第
五
回

二
〇
一
七
年
九
月
一
四
日

(

木)

一
三
時
三
〇
分
よ
り

東
京
・
東
洋
大
学
に
て
開
催

｢

宗
教
的
共
同
体
の
内
部
秩
序
へ
の
司
法
的
介
入
―
カ
ナ

ダ
に
お
け
る
離
脱
の
権
利
？
―｣

山
本

健
人

(

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

(

Ｄ
Ｃ
１))

｢

グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
再
創
造

―
ロ
ン
ド
ン
、
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
を
中
心
に
―｣

平
島

(

奥
村)

み
さ

(

東
洋
大
学
社
会
学
部
教
授)

◆
第
六
回

二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
五
日

(

水)

一
三
時
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

英
連
邦
に
関
す
る
今
年
度
の
研
究
報
告
と
今
後
の
打
合
せ

◆
第
七
回

(

社
会
科
学
研
究
所
定
例
研
究
会
と
共
催)

二
〇
一
八
年
一
月
一
八
日

(

木)

一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

イ
ギ
リ
ス
権
限
委
譲

(devolution)

の
こ
れ
ま
で
の

経
緯
・
現
状
・
課
題｣

今
井

良
幸

(

本
学
総
合
政
策
学
部
准
教
授)

◆
第
八
回

二
〇
一
八
年
二
月
一
五
日

(

木)

一
三
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

｢

売
春
規
制
と
女
性
の
安
全｣

手
塚

崇
聡

(

本
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授)

｢

カ
ナ
ダ
の
核
開
発｣

中
原

聖
乃

(

本
学
非
常
勤
講
師)

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
八
年
三
月
一
二
日

(

月)

〜
三
月
一
六
日

(

金)

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

最
高
裁
判
所
展
示
室
見
学
・
下
級
裁
判
所
に
て
傍
聴
・
国

立
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
法
学
部
に
て
資
料
収
集

◆
第
二
回

二
〇
一
八
年
三
月
二
六
日

(

月)

〜
三
月
二
七
日

(

火)

東
京
・
慶
應
義
塾
大
学

『

分
断
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移

民
・
先
住
民
族
政
策』

書
評
会
な
ら
び
に
調
査
・
資
料
収

集
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◎
ロ
シ
ア
研
究
部
会

・
研
究
会

◆
第
一
〇
二
回

二
〇
一
七
年
五
月
九
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

プ
ー
シ
キ
ン
と
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
の

｢

詩
人｣

観

二
つ
の

『

預
言
者』

を
中
心
に｣

山
路

明
日
太

(

本
学
非
常
勤
講
師)

◆
第
一
〇
三
回

二
〇
一
七
年
七
月
一
一
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢『

ロ
シ
ア
に
お
け
る
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義』

論
・
再
考

―
ロ
シ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
的
交
流
を
と
お
し
て
―｣

松
田

昇

(

本
学
名
誉
教
授)

◆
一
〇
四
回

二
〇
一
七
年
九
月
一
二
日

(

火)

一
六
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

先
史
ス
ラ
ヴ
文
化
に
お
け
る
牛
飼
養
語
彙
に
つ
い
て｣

佐
藤

規
祥

(

本
学
非
常
勤
講
師)

◆
第
一
〇
五
回

二
〇
一
七
年
一
一
月
一
四
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

ロ
シ
ア
語
に
お
け
る
事
態
把
握
―
あ
る
翻
訳
を
例
に｣

ペ
ト
リ
シ
ェ
ヴ
ァ
・
ニ
ー
ナ

(

本
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授)

◆
第
一
〇
六
回

二
〇
一
八
年
一
月
一
六
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

井
筒
俊
彦

『

ロ
シ
ア
的
人
間』

を
読
む｣

安
村

仁
志

(

本
学
学
長)

◆
第
一
〇
七
回

二
〇
一
八
年
三
月
一
三
日

(

火)

一
六
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

エ
リ
ツ
ィ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て｣

溝
口

修
平

(

本
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授)

◎
台
湾
研
究
部
会

・
研
究
活
動

◆
二
〇
一
七
年
八
月
二
六
日

(

土)

〜
八
月
三
〇
日

(

水)

二
二
八
国
家
紀
念
館

台
湾
国
家
人
権
博
物
館

(

景
美
・
緑
島)

等
の
視
察
・
研

究
会

◆
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
七
日

(

火)

〜
一
〇
月
一
八
日

(

水)

九
号
館
九
二
二
・
九
二
六
教
室

日
台
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

台
湾
の
近
現
代
と
日
本｣
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◆
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
四
日

(

日)

〜
一
二
月
二
九
日

(

金)

国
史
館
台
湾
文
献
館

目
録
編
纂
作
業

◆
二
〇
一
八
年
三
月
九
日

(

金)

〜
三
月
一
三
日

(

火)

国
立
政
治
大
学
・
国
立
台
湾
歴
史
博
物
館

日
台
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｢

東
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
人
権｣

・

座
談
会

◎
東
ア
ジ
ア
研
究
部
会

・
研
究
活
動

二
〇
一
八
年
一
月
一
九
日

(
金)
一
六
時
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

｢

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
韓
国
軍
と
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ

る
住
民
虐
殺
の
慰
霊
碑
調
査｣

に
つ
い
て
、
計
画
及
び
打

ち
合
わ
せ

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
八
年
二
月
一
〇
日

(

土)

〜
二
月
一
三
日

(

火)

ベ
ト
ナ
ム
ク
ア
ン
ガ
イ
省
ソ
ン
ミ
村
・
ク
ア
ン
ナ
ム
省
ハ

ミ
村
・
同
フ
ォ
ン
ニ
村
・
同
フ
ォ
ン
ニ
ャ
ッ
ト
村
に
て
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
韓
国
軍
と
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
住

民
虐
殺
の
慰
霊
碑
調
査

(

四)

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◎
日
本
の
国
境
警
備
論
の
構
築
に
向
け
て

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
七
年
六
月
一
七
日

(

土)

一
三
時
よ
り

九
号
館
九
二
二
教
室

｢

難
民
認
定
制
度
の
現
場
か
ら
―
日
本
・
豪
州
・
欧
州
―｣

君
塚

宏

(

法
務
省
入
国
管
理
局
警
備
課
長)

浅
川

晃
広

(

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研
究
科

講
師
・
難
民
審
査
参
与
員)

新
海

英
史

(

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研
究
科

特
任
助
教
・
難
民
審
査
参
与
員)

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
七
年
一
一
月
九
日

(

木)

〜

一
一
月
一
二
日

(

日)

境
界
地
域
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
クJA

P
A
N
(JIB

SN
)

対
馬
セ
ミ
ナ
ー
参
加

対
馬
海
上
保
安
部
、
長
崎
県
対
馬
地
域
調
査

◆
第
二
回

二
〇
一
八
年
二
月
一
三
日

(

火)

〜
二
月
一
四
日

(

水)

海
上
保
安
庁

本
国
周
辺
海
域
状
況
及
び
領
海
警
備
体
制
調
査
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◆
第
三
回

二
〇
一
八
年
二
月
二
五
日

(

日)

〜
三
月
一
日

(

木)

宮
古
島
市
役
所
・
多
良
間
村
役
場
、
沖
縄
県
宮
古
島
地
域

調
査

◎
大
学
と
地
域
社
会
連
携
の
た
め
の
研
究
・
教
育
モ
デ
ル
の
構
築

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
七
年
六
月
一
九
日

(

月)

〜
六
月
二
六
日

(

月)

今
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方
に
関
し
て

(

メ
ー
ル

会
議)

◆
第
二
回

二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
二
日

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
七
年
八
月
二
八
日

(

月)

〜
八
月
三
〇
日

(
水)

岩
手
県
大
船
渡
市
役
所
に
て
、
大
学
と
地
域
と
の
連
携
に

関
わ
る
打
合
せ
、
意
見
交
換
、
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

◆
第
二
回

二
〇
一
七
年
九
月
四
日

(

月)

〜
九
月
七
日

(

木)

苫
小
牧
、
旭
川
に
て
ア
イ
ヌ
の
博
物
館
展
示
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
調
査
を
実
施

◆
第
三
回

二
〇
一
八
年
三
月
一
五
日

(

木)

〜
三
月
一
七
日

(

土)

東
京
都
公
文
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
に
て
、
資
料
収
集

及
び
調
査

近
畿
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー
に
て
、
日
本
地
域
政
策
学
会
政

治
行
政
部
会
研
究
会

◆
第
四
回

二
〇
一
八
年
三
月
二
五
日

(

日)

〜
三
月
二
八
日

(

水)

福
島
市
内
、
郡
山
市
内
に
て
、
福
島
原
発
事
故
後
の
生
活

と
健
康
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

◎
言
説
分
析

・
研
究
活
動

基
本
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
結
成
時
に
決
め
ら
れ
て
い
る
主

旨
と
方
向
へ
向
か
っ
て
メ
ン
バ
ー
各
自
で
研
究
を
行
な
っ

た
・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
八
年
三
月
二
七
日

(

土)

〜
四
月
一
日

(

火)

上
海
図
書
館
、
華
東
師
範
大
学
に
て
、
調
査
・
資
料
収
集
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◎
公
文
書
研
究

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
七
年
四
月
一
八
日

(

月)

一
八
時
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
二
回

二
〇
一
七
年
五
月
三
一
日

(

水)

一
八
時
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
三
回

二
〇
一
七
年
六
月
二
六
日

(

月)

一
八
時
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
四
回

二
〇
一
七
年
七
月
二
一
日

(

金)
一
七
時
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
五
回

二
〇
一
七
年
九
月
一
九
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
六
回

二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
〇
日

(

火)

一
七
時
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
七
回

二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
六
日

(

木)

一
七
時
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
八
回

二
〇
一
七
年
一
二
月
六
日

(

水)

一
八
時
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
九
回

二
〇
一
七
年
一
月
二
三
日

(

月)

一
七
時
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
七
年
九
月
二
日

(

土)

〜
九
月
一
二
日

(

火)

ナ
ポ
リ
、
パ
レ
ル
モ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
シ
エ
ナ
、
ト
ス

カ
ー
ナ

◆
第
二
回

二
〇
一
八
年
二
月
二
〇
日

(

火)

〜
二
月
二
六
日

(

月)

ベ
ル
リ
ン
、
マ
グ
デ
ブ
ル
グ
、
ド
レ
ス
デ
ン

◆
第
三
回

二
〇
一
八
年
三
月
六
日

(

火)

〜
三
月
八
日

(

木)

宮
崎
県
文
書
セ
ン
タ
ー

◆
第
四
回

二
〇
一
八
年
三
月
一
六
日

(

金)

〜
三
月
一
八
日

(

日)

札
幌
市
公
文
書
館
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◎
竹
炭
を
め
ぐ
る
理
系
・
文
系
に
わ
た
る
学
際
研
究

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
七
年
八
月
八
日(

火)
尼
崎

(

株)

ク
ボ
タ

阪
神
工
場

尼
崎
事
業
所
に
て
バ

イ
オ
マ
ス
処
理
技
術
の
最
新
動
向
調
査

・
実
験

◆
産
学
共
同
実
験

二
〇
一
八
年
二
月
二
七
日

(

火)

〜
三
月
一
日

(

木)

福
岡

(

株)

コ
ン
ド
ー
マ
シ
ナ
リ
ー
本
社
工
場
、
他
に

て
竹
炭
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
混
合
材
入
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
に
よ
る
吸
着
実
験

・
研
究
会

◆
産
学
共
同
研
究
会

二
〇
一
八
年
三
月
二
三
日

(

金)

一
八
時
三
〇
分
よ
り

竹
炭
関
連
製
品
の
開
発
状
況
等
に
つ
い
て
の
研
究
、
打
合

せ

(

五)

出
版

〇
叢
書叢

書
43

『

台
湾
総
督
府
文
書
の
史
料
論』

二
〇
一
八
年
三
月
三
一
日

発
行

叢
書
44

『

台
湾
総
督
府
の
統
治
政
策』

二
〇
一
八
年
三
月
三
一
日

発
行

〇
紀
要

『

社
會
科
學
研
究』

三
八
巻
第
一
号

二
〇
一
七
年
一
二
月
一
五
日

発
行

『

社
會
科
學
研
究』

三
八
巻
第
二
号

二
〇
一
八
年
三
月
三
〇
日

発
行

(

六)

そ
の
他

〇
中
京
大
学
研
究
交
流
会

◆
第
一
一
回

二
〇
一
八
年
一
月
三
〇
日

(

火)

一
五
時
三
〇
分
〜
一

八
時
三
〇
分

〇
号
館
九
階
第
六
会
議
室

｢

研
究
所
の
活
動
と
成
果｣

檜
山

幸
夫

(

本
学
法
学
部
教
授)
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